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平成 26 年度 東京青山同窓会総会 報告
平成26年11月7日（金）　於：ANAインターコンチネンタルホテル東京   原茂樹 90回

島津孝先輩（84回）円熟の指揮、応援歌、
エールを122回生有志（田中麟太朗さん、
加藤爾さん、土屋平さん）の初 し々くも颯爽
たる指揮のもと斉唱、熱唱。出席者のボル
テージ（血圧？）が最高潮となったところで池
一幹事長（74回）からご挨拶いただき、集
合写真撮影、宴はお開きとなりました。
　二次会へ移動の道すがら、見上げると
新潟から馴れ親しんだ冬の『低い雲（乱層
雲）』が到着、いつの間にかしっとりと『なま
ら』優しい夜となっていました｡

員への賞賛と労いのお言葉、朗報小池和
男先輩（59回）の文化功労者顕彰のご紹介
がありました｡ 母校音信では、草間校長か
ら2014年度の大学進学での好成績、とりわ
け国公立大学医学部/医学科への合格者
数が全国の公立高校で1位（54人）であった
こと、及び部活動への活発な取組みがご
紹介されると、文武両道に邁進する母校の
充実振りに出席者から拍手と賞嘆の声が上
がりました｡
　第二部懇親会は、栗林貞一名誉会長（59
回）より我が『青山』が人材の宝庫で、人材
排出、社会貢献が使命であるとのお話と乾
杯のご発声をいただき開会しました｡秀逸の
エキジビションは、76回生有志による 『ハム
レット』第四独白～生か死か～朗読。シェイ
クスピア生誕450周年に因んだ企画とのこと
で、古川恒一先輩（76回）の進行により、テ
ーマ『明治以降の翻訳の変遷』を自慢の俳
優陣が、慣れない文語体にも対応、忠実
且つ情熱的に演じました｡歓談時間はテー
ブル間大移動、世代を超え熱い会話が交
わされました。エンディングは恒例、校歌を

　急に冷え込み、ピーカン晴れとなった立冬
の11月7日、出席者90余名、平成26年度東
京青山同窓会総会は開催されました｡
　第一部総会は、野口俊介先輩（84回）の
穏やかで丁寧な司会で始まりました｡
何時もの「お早うございます！」とともに欠席
の猪口孝会長（70回）の近況を紹介された
太田裕副会長（71回）のご挨拶は、ご自身
の経験 （ぶっつけ本番型の海外語学研修、
1964年東京五輪での日本語ガイド） を披露
され、本来若者が持っている逞しさの保持
と、無形のlegacy （おもてなしの心、思い
やり、武士道）を持つ日本人の自覚、そして
他国を理解する柔軟な心の会得を促す熱
いメッセージでした｡ 
　議事は、日下部朋子事務局長（82回）が
会務、佐藤茂会計幹事（77回）が会計を報
告、満場一致で承認されました｡
　続いて来賓紹介、同窓会本部より長谷
川義明会長（61回）、山内春夫副会長（76
回）、母校より草間俊之校長、櫻井麻利子
校内幹事（94回）がご出席、長谷川会長か
らは故郷を離れ活動する東京の同窓会会

費       目 25年度決算 26年度予算 備     考

総会費 777 900

新人歓迎会・講演会費 683 800

事務局費 90 100

会議費 0 50

通信費 645 650

印刷費 714 950 会報年２回発行

振替手数料 68 75

次年度繰越金 380 355

合      計 3,357 3,880

費       目 25年度決算 26年度予算 備     考

前年度繰越金 398 380

年会費 1,327 1,500 800名

総会会費 661 800

新人歓迎会・講演会費 448 700

本部補助金 500 500

雑収入 23 0

合      計 3,357 3,880

平成25年度決算および26年度予算
（H26.11.7)

収入の部

支出の部

注：25年度　H25.10.1〜H26.9.30
　　26年度　H26.10.1〜H27.9.30

単位：千円

単位：千円



会 長 挨 拶 東京青山同窓会会長　猪口 孝  70回

っている。
　新潟県立新潟高校も入学式を終え、こ
れからの一年を元気良くスタートしている。
校歌には桜は出てこない。学校キャンパ
スに桜の木があったかどうかは忘れてしま
ってわからない。誰か教えてください。も
しなかったら、卒業生が桜の木を寄付す
るのもよい考えかもしれない。
　新潟についてよくいわれることのなか
で、新潟は男の子と杉の木は育たないと
いうのがある。同感のような気もします。
ところが最近、酒井順子『裏が幸せ』（小
学館）という本に遭遇しました。裏日本は
表日本があるから、その素晴らしいところ
はあまりしられていない。しかし、裏日本
は実は、控えめでも強い光を放つ日本海
側の魅力を満載と宣伝文句がいっていま
す。実は裏日本はしあわせなのだという
主張です。みなさま、どう思いますか。

る。話題にされる花でみると、中国はやは
り梅である。多くの漢詩に登場するのはな
んといっても梅である。桜より一足早く咲く。
韓国で話題になる花といったら、むくげ（ム
グンファ）だと思う。朴槿恵大統領の名前
もそのものだ。
　日本の入学式の月は桜の開花に引き寄
せられて決まったのではないかとおもわれ
る位、桜が好きな日本人である。たしかに
桜の花は寒さから開放される春の到来を
劇的に示す。突如として、葉っぱより先に
花がどっと開花し、春からの一年を力強く
始めるぞといっているようである。それだ
けでなく、桜餅も好きな人が多い。私もそ
うだ。それに緑茶をいれる茶筒が桜木の
皮がよく使われる。私も桜の皮の茶筒を使

　毎年４月の入学式が桜の開花とほぼ同
時になっている。多分このために、桜は日
本人に最も話題にされる花になっていると
思う。入学式の月でみると、中国は旧正
月が終わる2月である。韓国では戦後短期
間米国に占領されていたせいか、3月であ

70/71回･なじらね会

　我々元サッカー・ラグビー部員と同期
数名の女性は、ウォーキングや懇親会な
どで年に数回集ってきましたが、年齢で
しょうか最近になり、誰からともなく飯尾
先生（現在の姓は三澤）に会いたいね、
ということになりました。
　復元なった東京駅近くの会場へ先生
ご夫妻にお越しいただき、総勢12名が
集まりました。喜寿を迎えられた飯尾先
生と、古希を迎えた我々70･71回生との
再会は、なんと約半世紀振りです。
　お見えになられた先生は、昔の面影
を留めまだまだお元気そう。乾杯の後、
昔の面影を呼戻す為に夫々が自己紹介
し和やかに懇談に入りました。先生から
は新潟赴任の経緯やその後のエピソー
ドなど、興味深く拝聴させて戴きました。
持寄った昔の写真を見ながらの部活の
思い出話や、今回欠席した仲間の消息、
先生が我 と々同期のマドンナ角田京子さ
んと結婚されたことなど。それこそ時間
はあっという間でした。
　飯尾先生は教育大卒業と同時に昭和
37年に赴任されました。昭和39年新潟
国体開催に当り、県の高校サッカー強化
の為です。当時県内にサッカー部のある

青木 孝男  71 回

高校といえば、新潟高校、新潟明訓高
校、長岡工業高校、柏崎高校の４校だ
けでした。（因にネットで調べた所、現在
は83校も有ります）
　先生就任後の1年間、サッカーの練習
はきつかった!　2年の夏の炎天下での合
宿、他高校との合同合宿など。そのお
陰か、甲信越大会出場で長野県遠征も
出来ました。
　高校時代にサッカーをやったことがそ
の後の人生に楽しみを与えてくれました。
今でも続く昔のサッカー仲間との付き合
い、Jリーグやワールドカップなどのサッカー
観戦、そして今回のような昔の恩師との

再会など。
　先生は今も奥様とご一緒にテニスを楽
しまれるとか。これからもお互いに元気
で、またいつの日かお目にかかりたいもの
です。

左手前から右回りで、三澤（飯尾）先生、高橋直樹、出來島、内山、三澤京子、塩谷、別所、松田、高橋稔、小林、青木、榊野

懐かしの関根彰圓先生



　音楽への情熱はもっていたものの、高
い志をもつことのなかった私は、遅れば
せながら、還暦を過ぎてから『音楽に対
する私の想いを皆様に聴いて頂きたい』
と一念発起してピアノの演奏活動を始め
ました。幸い応援して下さる方に恵まれ、
新潟・だいしホールでのジョイントリサイタ
ルも昨年で第3回目とさせて頂きました。
　特に昨年は、東京・日比谷スタインウ
エイサロンでのコンサートも加え、同期の
さんぱち会の皆様の多大なご協力のもと、
「レンの会」を立ち上げて頂き、新潟市
の助成金を頂いたり、遠方から駆けつけ
て下さる方もいたり、感謝し切れないほど
の応援を頂きました。
　私がこのような活動を始めて、交流関

係がどんどん広まっていくことに驚いてお
ります。極めて個人的な私の願いに、こ
んなに大勢の方々が賛同して下さる幸せ
を噛みしめております。
　又一方、日本は現在、世界一の高齢
化社会となっています。その真っ只中の
私たちは、出来るだけ健康寿命を引き上
げて社会貢献をする必要があります。「生
涯現役」を願う私にとって、『今が私の
一番若い時！』は、気に入っている言葉
です。健康維持のため、これも五十歳
過ぎてから始めたバレエがあります。こ
の年齢から始めたバレエの難しいこと！ で
も、こちらも音楽を体で表現する喜びが
あります。バレエも素晴らしい先生に恵ま
れ、充実した日々 を送れております。
　世界に目を転じれば、人類が向かおう
としているところは一体どこ？…世界も日本
も益々混迷を深めています。そんな中、
私たちの一生もあっという間の出来事とな

今が一番若い時！
西尾（別所） レン  71回

　年度が新しくなった平成4月21日の晩、
銀座7丁目の日本海庄や（ここは、昨年暮
れから東京青山同窓会の偶数月第二火
曜の会の新会場ですが）に柔道倶楽部の
有志が集まり、苫米地令（85回）君と平
山遥子（119回）さん両名の激励会を盛
大に行いました。
　苫米地君が４月から東京海洋大学の理
事（副学長・事務局長）に就任され、平
山さんが立教大学の推薦により8月からド
イツのボン大学に1年間留学されるからで
す。参議院議員の佐藤信秋（74回）会
長は、国政の都合で参加は叶いませんで
したが、福田満（58回）副会長、村山健

（61回）副会長以下9名で激励しました。
　ところで、苫米地君の東京海洋大学は、
その前身の東京商船大学（創立140年）
と東京水産大学（創立127年）が統合した
「海洋立国」日本の発展を担う中核拠点
です。奇遇にも、同じ副学長に高校時代
の柔道部の1年後輩であった神田さんが
活躍中とのこと。また、タレントで魚類学
者の「さかなクン」が同じ大学の客員准
教授、さっそく挨拶を交わすなど新たな交
流が始まっています。
　一方で平山さんは昨年9月の「東京青

前列左より、福田満･58回、平山遥子･119回、苫米地令･85回、村山健･61回、成海孝二･81回
後列左より、吉田真吾･85回、堀清忠･71回、齋藤俊正･72回、古山恒夫･72回、内田定寛･66回

東京青山柔道倶楽部の有志による激励会報告

るでしょう。ただ、そんな一瞬でも確かに
地球上に存在するのです。まぁ、せめて

『終わり良ければ全てよし』にしたいと思
うこの頃です。

山柔道部ＯＢ会」総会に初の紅一点･現
役柔道家として参加され、名称を「東京
青山柔道倶楽部」に変更させた立役者。
その後、講道館柔道3段に昇段され、ドイ
ツ文学を専攻しつつ文武両道には励んで
おりドイツへの留学が待ちきれない様子。
堀事務局長から日本に住むドイツ人を紹介
されたり、ドイツのベルリンにある日本大使
館で活躍中の増子則義（95回）からはｅメ
ールを通じて励まされたりと嬉しい限り。　
　若き20代の頃にフランスで柔道を指導さ

れた福田副会長をはじめ、柔道家として
道場での稽古にひと区切りをつけられた内
田先輩、大学教授歴の長い古山先輩、
元国際線パイロットの齊藤先輩、駆けつけ
てくれた官庁幹部の成田君、海外出張も
多い地震学の権威の吉田君、それに小
生も学生時代に東西統合前の西ドイツで
の滞在経験があるなど、銀座の夜は大い
に盛り上がりました。
　新潟本部の立川克維（72回）会長との
連絡を密にしつつ、今秋の9月に梅田典夫

（72回）先輩の南スーダンからの帰国に
合わせて総会を開催することを誓い、最
後にｅメールの便利さと効用を説かれた村
山副会長からの締めで閉会となりました。

東京青山柔道倶楽部事務局　成海 孝二　81 回 



シェア･オフィスを開設−新しいビジネスへ

　みなさまこんにちは。75回生有薗順子
（旧姓黒崎）です。
　先代、先々代の事務局長が同期だっ
たことと、家業が印刷業ということで、
東京青山同窓会の会報発行のお手伝い
をさせていただいています。
　この度事務局長より、当社の新規事
業を皆さんにご紹介する機会をいただき
ました。
　「co-lab墨田亀沢：re-printing」です。
長い名前ですが一言で言うとクリエー
ターさん向けのシェアオフィスです。
　株式会社サンコーはスカイツリーでお
なじみの東京は墨田区にあります。墨田
区は昔からものづくりの街でした。ところ
が、昭和40年代に9700あった工場が現
在は3000に減少してしまいました。2030
年は0になってしまうとの試算。そのよう
な状況の中、印刷業などの地場のもの
づくり産業と地域のクリエーターをつなぎ
墨田の街にクリエイティブなビジネスと活
気を創出する拠点となることを目指して、
区の助成を得、3月20日正式オープンを
迎えることとなりました。
　印刷業と関わりの深いグラフィックデザ

有薗 順子 75回

イナーや写真家、コピーライターなどのク
リエーターがコ・ワーキングスペースと呼
ばれるひとつの空間の中で、仕事をしな
がらお互いに情報を交換したり共同で受
注したりを可能にする場所です。プロモー
ションやデザインなど地元の印刷業者が
必要とするクリエイティブな領域のノウハ
ウをクリエーターが提供し、印刷工場と
直結することで印刷技術に関する知識や
情報を得たり、試作することを容易にす
ることにより、クリエーターたちの活躍の
場を広げようというものです。

　時を同じくして、107回の鈴木博之君
が、入居者が緩やかに連帯して仕事を
していけるようなカフェのようなスペースを
新潟の海の見える場所で始めるとのこと。
これも同窓生同士何かの縁、共に新し
い試みを成功させたいねと話しています。
東京青山同窓会の皆様にも私たちの事
業の進展を見守り、応援していただけれ
ば望外の幸いです。

https://www.facebook.com/colab.sumidakamezawa
http://co-lab.jp/locations/sumida/news_sumida

公式WEBサイト

ようこそ、co-lab墨田亀沢へ
入居者大募集!!

■ 訃 報 ■
南　義夫	 （34回･H20年9月）
笠原文雄	 （38回･H11年1月）
里見義忠	 （43回･H24年2月14日）
本間　武	 （43回･H22年11月）
横山正之	 （43回･H5年）

籏　哲	 （48回･Ｈ25年10月12日）
籏　杏洲	 （49回･Ｈ25年6月14日）
吉田和三郎	（51回･Ｈ27年3月11日）
渋井弘一	 （55回･Ｈ25年2月）
渡辺四郎	 （55回･Ｈ26年6月27日）

H26年10月〜H27年3月の期間に事務局にお知らせいただいた方々です。心よりご冥福をお祈り申し上げます。

活版印刷の活字。現役！

　2月23日から5日間、とある企業の経営
コンサルティング部インターンシップに参加
してきました。とはいえ、私は「某就職
活動サイト人気一位のインターンシップ」
という謳い文句に誘われて応募しただけ
なので、経営の知識なんて全くありませ
ん。コンサルティングとは何か、というとこ
ろから勉強してきました。
　インターンシップ内容は、お題にそって、
学生5人一組で新規事業案を考えるとい
うものです。お題は、某商社の自動車

インターンシップ体験記
宮本 真理子 120回

事業での収益を上げる案を考えろ、でし
た。お題が与えられると、あとは任せた
とばかりに学生だけ社内の一室に残され
ます。部屋にはパソコンがあるだけです。
説明を聞いたときは、その放置ぶりに驚
きました。それでもやるしかないので、毎
日朝８時から夜９時まで部屋にこもって話
し合ったり調べたりというのを続けました。
　5日目の最後には、考えた事業案を社
員の方にプレゼンテーションしました。そ
の後、フィードバックという名のメッタ切り
を受けました。印象に残ったのは、「そ
の案で人は動くのか」 というお言葉でし
た。どんなに儲かる事業案でも、実際に
そこに人が集まって動かない限りはうまく

いきません。机上の空論かそうでないか
の違いの一つは、そこにあると知りまし
た。さすがに5日間ではそこまで考えるこ
とが出来なかったため、社員の方々から
はたくさんのご指摘をいただきました。正
直、素人の学生にそこまで求めるのはや
り過ぎでしょうと思ってしまったのは内緒で
す。それだけ期待していてくださったのだ
と思うことにしました。
　コンサルティング業界を志望するかは
まだわかりませんが、時間に追われなが
ら頭を使い続ける5日間というのは、充実
していて楽しかったです。時給も出まし
た。後輩の皆さんにはおすすめしたいイ
ンターンシップでした。

永井克孝	 （58回･Ｈ26年6月23日）
園城英二	 （59回･Ｈ26年11月15日）
山田陽一	 （59回･Ｈ25年7月27日）
山吉一成	 （59回･H26年6月1日）
難波正彦	 （60回･H26年5月21日）

菅原一郎	 （63回･H21年9月）
福田正夫	 （64回･H26年1月18日）
荒川謙一郎	（65回･H24年）
富樫明男	 （76回･H26年3月23日）
近藤孝夫	 （81回･H26年9月25日）



　2014年秋の総会で76回生のアトラク
ション「ハムレット独白リーディング」を構
成・演出・司会進行した古川恒一氏（76
回）が、一昨年に続き井上ひさし本の第
二弾、「初日への手紙Ⅱ『紙屋町さくらホ
テル・箱根強羅ホテル』のできるまで」を
6月上旬に白水社から出版します。

出版案内 予告

山田 文宗  79回 

振り返れば波乱万丈

　昭和44年（1969年）の夏は、受験を
控える高校二年生にとって一番大切な時
期であったが、こともあろうにアメリカで遊
び呆けている一人の男がいた。一般人
に海外渡航が許されてまもない頃、一ド
ルが360円、外貨の持ち出しも500ドルに
制限されていた時代のことである。担任
や同じ高校の教諭である父親はそろって
渡米に反対したが、彼は分を忘れて夜
の羽田空港を飛び立った。
　想像を絶する豊かな社会から帰国した
彼は、

「勉強だけが人生じゃない。やる気さえ
あれば、どんな夢でも叶えられる。アメリ

　新国立劇場の開場秘話を交えた井上
氏の戯曲創作と作品創りの貴重なドキュ
メントです。
　「遅筆堂」の異名を持っていた井上ひ
さし。創作に真剣に取り組むあまり煩悶を
くり返し、台本が間に合わず、舞台初日
の幕が揚がらなかったエピソードもあるそ
うです。ホンモノとは何か？ 便利でコンビ
ニエントな世の中にあらがい「本物」を
追求した作家の物語をどうぞ ！ 

カに行ってみろ ！」
　ところかまわずそう言い続けた。だが、
同級生たちは冷ややかだった。彼は急
降下するジェットコースターに乗って、仲
間からも成績からも遠ざかって行った。
　人生に必要なのは「命」と「カネ」だ。
医者になる学力を失った彼は「カネ」を
選び、銀行員になった。しかし3年後、
信号無視の車に激突されて重症を負った
彼は、出世のために医者が止めるのもき
かず職場に復帰するが、上司の不用意
なひとことに腹をたて、その日のうちに退
職した。
　その後、法律事務所の給仕をしなが
ら病院建設に携わり初代事務長となった
が、地元医師会の猛烈な反対に遭い、
医師の招聘には困難を極めた。それなら
それでと奮起した彼は、医師を東大から
集めて開院にこぎつけた。彼らは新潟高
校の卒業生ではなかったが、その多くは
後になって教授や医療界を代表する人物
となった。
　時を経て、運命は再び彼をアメリカへ
と向かわせる。
「きみはカネと法律のことが少しは分かる
ようだし、英語もできると聞いている。ア
メリカの社長をやってはくれまいか」
　世間に名の知れたソフトウェア会社か
らの誘いだった。人間の原罪や、医療
の限界を見続けて心の浮き立つことがな

かった彼は、最初の渡米から20年が経っ
た1989年の冬、世界に誇る日本の最先
端技術を抱えて再び太平洋を渡った。
　アメリカでの業績は著しく伸びた。任
天堂アメリカの発展にも貢献した。だが、
日が経つにつれて、ゲームが人の脳に悪
影響を与え始めたのである。カネは儲か
るが、良心は痛む……。数年後、彼は
日航機でサンフランシスコをあとにし、や
がてコンピューター業界から姿を消す。
　2001年秋、彼は口ひげを落とし、髪を
剃り、日本の伝統的仏教の僧籍を取得し
た。寺とは無縁の彼が、凄まじい速さで
進歩するテクノロジーの世界を離れ、究
極のアナログ世界への転身である。思う
ところあっての「こころの勉強」であり、
ゆえに、一般でいう僧侶の仕事はしな
かった。
　金融･法律･医療･コンピューター･宗教
と、はからずも人の一生に必要な五つの
世界に導かれた彼は、還暦を過ぎた今、
山田典宗というペンネームで小説を世に
出している。波乱万丈の恩恵を受けて、
話のタネはたまりにたまってヒマラヤをも凌
ぐという。
　まさに人生いろいろである。

　「彼」とは、まさしくわたくしのこと、山
田文宗であります。

90期・東京同窓会のお知らせ
『 何か？が起こる 』 詳細続報！
■日時:平成27年8月22日（土） 
　　　  14:00 若しくは 17:00スタート
■会場:東京都内（六本木有力､出席人数次第 ）
※90期千葉会、プチ90期東京同窓会etc. 90期
姉妹企画多数、個別案内予定

偶数月第二火曜日の会（申込み不要・有志の飲み会）
当同窓会では、皆さんからの情報を元にデータベースを更新しております。
「同期会開催のための住所録」が必要な方は事務局までお尋ね下さい。学年毎
のリストをご提供いたします。ご希望の卒業回数を明記し、代表者の連絡先・
送付先を書き添えて事務局宛 FAX. またはメールをお送りください。
FAX. 03-3423-1692  mail :kusakabe@moon.email .ne . jp（日下部 ･82 回）

住所リスト出力サービス

◇本部◇ ht tp : //www. aoyama - dosoka i . com/　　◇東京◇ http://www.tokyo-aoyama.org/

事
務
局
通
信

H27○ 6/9・10/13・12/8　H28 ○ 2/9・4/12・6/14
◇毎回定時 19 時より
◇日本海庄や（銀座 7 丁目店）中央区銀座 7-12-7　
　高松建設ビル地下 1 階
　Tel:03-3546-6891
☆場所も時間も固定です。ふらりとお立ち寄りください。

Webサイト

右：山田文宗氏（筆者）、左：川上康夫氏



平成27年　新人歓迎会･講演会のご案内

平成27年 総会のご案内

平成 27年 6月 19 日（金）
受付開始：午後 6 時
開会：午後 6 時 30 分

ANAインターコンチネンタルホテル東京
港区赤坂1-12-33  TEL.03-3505-1111（代）

一般：8,000円
女性：6,000円
大学生：3,000円
新人（123回生）：2,000円

◇新人歓迎会◇
旧3年の担任教諭がご出席予定です。
◇ 講 演 会 ◇
講師：北村 亮
◇ 懇 親 会 ◇
着席ブッフェ

123回
生

新人の
皆さん

お待ち
してい

ます!!

北村 亮 

【講演テーマ】　
「佐渡金銀山の世界遺産登録に向けて」

123回卒・新人の皆様へ
新住所の届けのなかった方については自宅へご案内を
送付しました。転居先のご連絡を事務局までお寄せ下
さい。  【事務局FAX.03-3423-1692、mail：kusakabe@
moon.email.ne.jp 】

日
時

日
時

会
場

会
場

会
費

会
費

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

講
師
紹
介

1956年新潟市生まれ。立正大学文学部（考古学専攻）卒。1979年に埋蔵文化
財専門員として新潟県教育委員会に採用され、長年、県教育委員会で県内の
埋蔵文化財保護行政を担当。県教育庁文化行政課埋蔵文化財係長から、2009
年に新設された佐渡市世界遺産推進課長として派遣される。その後、財団法
人新潟県埋蔵文化財調査事業団調査課長を経て、2013年4月より現職。

新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室長

　新潟県では佐渡市と共同して、「佐渡金銀山」の平成29年度の世界文化遺産登録を目指し様々な取組
を行っています。3月25日には、ユネスコへの推薦のための推薦書原案を国へ提出しましたが、今年度の
推薦を希望している候補は他に3件あります。現在、各国の推薦枠は年1件に制限されており、決して楽
観視できる状況ではありません。
　この度、東京青山同窓会で新潟高校出身の皆様に佐渡金銀山をご紹介させていただくことにより、推薦
実現へ向けた心強い応援団が増えるものと期待しております。
　今回は、世界遺産の基礎知識や佐渡金銀山の概要、登録への可能性などをお話しさせていただきます
が、登録実現には地域はもとより、県民や県出身の皆様の理解と協力が必要不可欠です。多くの方々に
佐渡金銀山の価値と魅力を知っていただき、支援をお願いしたいと考えています。

平成 27年 11 月 6日（金）
受付開始：午後 6 時
開会：午後 6 時 30 分

ANAインターコンチネンタルホテル東京
港区赤坂1-12-33  TEL.03-3505-1111（代）

一般：8,000円
女性：6,000円
大学生：3,000円

◇総会議事◇
会務報告・会計報告など
◇懇親会◇
着席ブッフェ
アトラクション

http://www.pref.niigata.lg.jp/bunkagyosei/1196266594688.html
https://www.facebook.com/SadoGoldMine

公式WEBサイト

34回・南義夫／祖父は2008年9月に亡くなりました。ご連絡大変遅くなりまし
て申し訳ございません。退会させて頂きます。（南晶子）
43回・里見義忠／いつも同窓会の御連絡を頂きありがとうございます。義父、
里見義忠は2012年2月14日93歳にて永眠を致しました。今までの御厚情に
感謝いたしますと共に、ご連絡申し上げます。
48回・籏哲／夫籏哲は昨年10月12日に90才で永眠しました。お手数をお掛
けしますが、名簿から削除してくださいますようお願いいたします。（内節子）
49回・籏杏洲／夫籏杏洲は兼ねて病気療養中のところ肺炎のため平成25年6
月14日に他界いたしました。生前故人に賜りました御厚情に心より感謝申し上
げます。（内･定）
50回・寺田秀夫／頗る元気ですが、老齢のため欠席させて戴きます。
52回・斎藤泰五郎／米寿を迎えましたが元気でやって居ります。ご盛会を祈
ります。
55回・渡辺四郎／渡辺四郎26年6月27日に亡くなりました。83才でした。生
前は大変お世話になりまして有難う御座いました。（内敬恵）
56回・飯島昌彌／八十路を歩みながら、日々 “生” を噛みしめ、青陵健児の

青春を懐かしんでいます。
56回・井上菊雄／東京青山同窓会会報で一番初めに目を通すのは訃報であ
る。今度も同期6人、前後2人で8人の哀しい知らせを受け取った。昔、植民
地のイギリス人がロンドンタイムスの月遅れの死亡欄をはじめに見るということ
を思いだした。遠い九州は新潟から離れている。上村光司さんの90才の著作
＜昭和歌謡曲の記憶＞を読んで、子ども時代がよみがえりました。老いた人
のバイブルです。
56回・清野誠二／健康となり、何とか元気に暮らしております。所用もあり欠
席させていただきます。
56回・中山昭一／十年ほど前に応援歌の楽譜とCDを送って頂きました。それ
により正調応援歌をハーモニカで吹いています。私たちが入学したとき上級生
に教えてもらった応援歌は、ところどころ変調でありました。
56回・松井昭五／東京青山同窓会がますますご発展の様子で嬉しいことで
す。私のクラス、56期（旧制度最後のクラス）も東京進出が多いと思いますが、
多分今程ではないでしょう。私も19才で卒業後上京しそのまま居ついておりま
す。しかし、新潟市は今でも懐かしいところです。

58回・永井克孝／ご案内誠にありがとうございました。主人永井克孝は残念
乍ら2014年6月23日に肺炎のため死去いたしました。長い間お世話様になり
ました。厚く御礼申し上げます。（妻･和子）
59回・牛木素吉郎／ご承知とは存じますが、同期（59回）の小池和男君が
文化功労者に選ばれました。
59回・園城英二／ 11月15日に父英二が83歳にて永眠致しました。生前賜り
ましたご厚情に深謝申し上げます。（英夫）
59回・茂泉喜彦／元気にしております。年齢的に夜の会合は遠慮させていた
だいております。悪しからず。ご盛会を祈念いたします。
59回・長橋敏雄／体調不良のため暫く欠席させていただきます。快復いたし
ましたら、また出席させていただきたいと思っております。ご盛会をお祈りい
たします。
59回・花井進／参加したい気持ちは充分ありますが、夜間の外出は控えてい
ますので申し訳ありません。ご盛会を念じています。
59回・藤原幸雄／人生は旅、母校への通学路を思い浮かべ、現在まで来た
ことに感謝。同窓の夫を亡くされた方の記事を拝し、私も2年前に連れ合いを

＊H26年の総会への出欠はがきとメール、H26年度前半の会費振込用紙に添えられた主なメッセージです。

共通会場
案内Map

最寄り駅
銀座線・南北線【溜池山王駅・13番出口】
南北線【六本木一丁目駅・3番出口】
路線バス
都01系統／新橋駅〜渋谷駅
【赤坂アークヒルズ前】下車



74回・中村義一／出席いたします。
74回・西田百合子／ 11月７日は出席の予定でおりましたが、6日から一週間
孫を預かることになり、今回は欠席します。受付のお手伝いもできなくてすみ
ません。
74回・平野收／いつもお役目ご苦労様です。申し訳ありませんが、総会には
欠席させていただきます。（なお、私宛のメールアドレスを変更して下さい。）
75回・有薗順子／お世話様です。76回生の皆さんのアトラクションを楽しみ
にしています。「無謀な企み」とは？！！
75回・岡田政文／陸上OBで陸上部の同窓会だけ毎年顔を出していますが、
東京青山の方は長く休会状態で済みません。
75回・木戸守／総会準備会は欠席とさせて下さい。今年は総会へ出席したい
と思っています。
75回・曽我正男／申し訳ありませんが総会は欠席です。宜しくお願い致します。
75回・白鳥十三／出席の方向で努力します。
75回・馬場俊博／趣味で毎日忙しく過ごしています。
76回・浅妻厚／出席しますので宜しくお願いします。電気関係一筋で働き60
才定年後も、関東電気保安協会で検査員として川崎で働いています。50年近
く会っていないので会っても分かるかどうか心配です。
76回・岡田恵子／事務局の皆様いつもお世話様になり有難うございます。厳
しい社会状況の中、この会の発展をお祈りしております。
76回・加澤正樹／ご案内ありがとうございました。出席します。同期が多数
参加する様なので、楽しみです。
76回・川上正民／お世話になります。11月7日は東京にいませんので欠席と
させてください。
76回・小松澄子／ 76回有志の朗読があると聞き、ぜひ伺いたかったのです
が、仕事が入ってしまいました。生涯現役を続けることにしました。
76回・田中邦直／お世話になっております。よろしくお願いいたします。
76回・富樫明男／ご案内ありがとうございます。今年3月23日に他界いたしま
した。長い間お世話になり有り難うございました。（富樫美津子）
76回・中川英二／幹事ご苦労様です。又御案内賜り厚く御礼申し上げます。
折角御案内頂きましたが翌日新潟で高校時代のラグビー部の同期会が開催さ
れるため新潟に行く予定にしており誠に残念ですが欠席させて頂きます。
76回・長北学／お疲れ様です。11月7日の東京青山同窓会総会、ならびに
来年6月19日の新人歓迎会に出席いたします。総会では「無謀な企て」に参
画いたします。
76回・新野毅／ご苦労様です。出張中にて参加できません。盛会を祈念申し
上げます。
76回・西沢芳樹／いつも幹事ありがとうございます。今回、アトラクション当
番幹事の役回りとなり、同期クラス幹事一同、張り切っています。お手配、宜
しくお願いいたします。
76回・林誠／ご連絡ありがとうございます。当番幹事の一人として参加します。
よろしくお願いいたします。
76回・宮原敏／生憎、ラグビー部の同期会があり、新潟に行っております。
同窓会の盛会をお祈りいたします。私こと5月末で退職し、現在北海道に移り
住んでおりますので、以後の連絡はいりません。長い間お世話になり有難うご
ざいました。
76回・渡辺春夫／出席します。よろしくお願い申し上げます。
76回・渡辺雅夫／欠席いたします。
77回・石川彰／連絡が遅くなりまして申し訳ありません。次の公式行事（総会、
新人歓迎会）には参加させていただきますので、よろしくお願いいたします。
78回・牛島康子／当分の間、会報の送付は結構です。
79回・川合清司／ 79期、川合清司、欠席です。
79回・川上康夫／出席でお返事をさせていただきましたが、出張のため参加
できません。欠席とさせてください。
79回・難波啓子／地方に出張中ですので、欠席させてください。すみません
が宜しくお願い致します。
80回・長正子／いつもお世話になっています。まことに残念ですが、前回に
引き続き今度は足を怪我してしまい（半月板を損傷）、すみませんが欠席しま
す。来年は体調を整えて参加したいと思います。会費は郵便局から振り込み
ます。ご盛会をお祈りしています。
80回・本間英知／この度は、総会のご案内ありがとうございます。誠に残念
ながら、今回は所用のため欠席とさせていただきます。ご盛会となられること
を祈念申し上げます。それでは、またよろしくお願いいたします。
81回・近藤孝夫／近藤孝夫は9月25日 60歳を以て逝去致しました。長い間
皆さま方にお世話になったことと存じます。故人にかわり厚く御礼申し上げま
す。故人と親しくされていた 方々によろしくお伝え下さいますようよろしくお願
い致します。なお故人には残されました家族はおりませんので、電話、郵便
物など拝受するものがおりません。よろしくお取りはからいの程お願い申し上
げます。（義兄）河内義則
81回・笹川典男／転居しました。
81回・佐藤浩秋／ご案内ありがとうございます。欠席させていただきます。当
日のご盛会をお祈りいたします。
81回・山田徹／ 11月7日総会は残念ながら欠席しました。8日が81期還暦の
集いで、幹事として準備が忙しかったからです。6月19日は出たいと思います。
82回・栄森秀一／出席にてお願いします。
82回・大瀧勝之／いつもご連絡有難う。欠席です。
82回・佐藤佳彦／お世話様です。東京青山同窓会総会等の案内を頂いてます。
総会は欠席となりますので、よろしくお願いします。また、研究開発センター
に異動しましたので住所変更をお願いいたします。
82回・西山活子／ご連絡ありがとうございます。11/7 出席させて頂きます。
受付のお手伝いもさせて頂きます。
83回・佐野栄二／お世話になっております。総会当日、業界の行事があり参
加できません。申し訳ありません。
83回・三沢一成／総会には出席できませんが、来年の新人歓迎会･講演会に
は是非出席したいと思います。
84回・飯塚雅士／欠席ですｍ(。。)ｍ。当日も22時まで仕事です。いつも幹
事役ありがとうございます。感謝しております。
84回・太田淑子／突然で申し訳ありません。明日の総会ですが、仕事のため、
欠席致します。m(__)m 盛会を祈念致しております。
84回・田崎正巳／今回は海外出張に出ており、残念ながら出席できません。
同期の皆さんによろしく。楽しい時間をお過ごしください。
84回・本間義信／残念ですが欠席です。
84回・諸井孝／いつもお世話になります。残念ながら、欠席です。今後とも
宜しくお願いします。
84回・渡辺裕／ご連絡ありがとうございます。誠に残念ながら、当日は会社
で私が主催する行事と重なりまして出席することができません。皆様によろしく
お伝えください。
85回・奥村基／ご無沙汰です。今回も欠席です。だんだん東京さ、遠くなっ
てきました。
85回・宮沢英之／欠席させて下さい。
85回・結城俊哉／ご連絡ありがとうございました。出欠（欠席）の返信メール
を致しました。ご確認下さい。取り急ぎ、ご連絡まで。
86回・吉井正行／幹事お疲れ様です。総会に出席します。よろしくお願いし
ます。
87回・南正人／予定が合わず、11月の総会、申し訳ありませんが欠席致します。
9月にブラジルのサンパウロと香港に出張して来ました。サンパウロの市民は
明るい表情を見せていましたが、不法な銃発砲事件が絶えず、日本ではほと
んど経験しない緊迫感を持ちました。香港から帰国した翌日から学生らによる
道路占拠…。猪口会長仰せの「グローバル化」の一端を垣間見た次第です。

88回・今井信一郎／いつもご案内いただきありがとうございます。今年は赴
任先の秋田県の紅葉が例年になくきれいに色づいています。誠に残念ですが、
欠席させていただきます。皆様に宜しくお伝え願います。
88回・小竹聡／いつもお世話になっております。今年度の総会、出席させて
いただきます。なお、早大法学部の私のゼミ生（2名）が、偶然、同窓生で
あることがわかりました。彼女たちにも参加を呼びかけましたところ、是非とも
出席したいとのことでしたのでお伝え致します。よろしくお願い足します。
89回・伊藤孝憲／いつもお世話になっております。総会のご案内ありがとうご
ざいます。出席させていただきます。よろしくお願いいたします。
89回・小山信也／総会出席します。よろしくお願いします。
89回・瀧川久孝／残念ですが、今回は欠席させていただきます。
89回・西巻政信／大変ご苦労様です。欠席でお願い致します。
89回・長谷川雄一／幹事会は日程が合わず欠席です。総会には参加したいと
思いますのでよろしくお願いいたします。
89回・渡邉貢／はじめまして。89期卒業の渡邉貢と申します。同期の小山君
から東京同窓会の事を教えてもらいました。7日の総会に今から参加する事は
可能でしょうか？お忙しいところ申し訳ございません。よろしくお願い致します。
90回・岩永伸一／同窓会幹事の皆様、いつもご苦労様です。申し訳ございま
せんが当日は仕事のため参加できません。
90回・木村和人／お世話になっております。また返信が遅くなりましてすみま
せん。総会、出席させてください。よろしくお願い致します。
90回・斎藤彰／ご苦労様です。受付のお手伝いの17時に会場に行きます。
90回・高橋美和／残念ながら、欠席です。
90回・田辺文／お世話になっております。いつもお知らせ、会報をありがとう
ございます。会報を読み、会費納入者一覧で同窓生の名前を目にするのを毎
回楽しみにしております。故郷と学校とのつながりを思い出す大切なよすがで
す。ご盛会をお祈り申し上げます。
90回・原茂樹／遅くなりまして申し訳ありません。出席します。90回卒に出席
を呼び掛けています。
90回・本間大樹／いつもご連絡有難うございます。欠席します。宜しくお願い
致します。
90回・前田正子／お世話になります。欠席いたします。
90回・森豊／お世話になっております。11/7、出席させて頂きます。よろしく
お願いします。
92回・青木敦子／いつもお世話になっております。11月7日の総会ですが弊
社決算期に伴う打ち合わせと重なってしまいました。残念ですが今回は参加を
見送らせていただきます。なお、6月の新人歓迎会には出席の方向ですが先の
ことで、まだ確約できません。日程が近づきましたら、あらためて申し込みさ
せていただきます。同窓会年会費は三菱東京UFJ銀行の口座に振込いたしま
す。よろしくお願いいたします。
92回・白坂和久／転居しました。
94回・海部真美子／新潟高校職員の桜井麻利子先生よりご紹介いただき、
昨年同様11/7の同窓会に参加させていただきたく、ご連絡申し上げます。ど
うぞよろしくお願いいたします。
94回・渡邉健司／大変お世話様です。返信遅れ失礼いたしました。総会に出
席させて頂きたく宜しくお願い申し上げます。
102回・廣瀬千尋／突然のメール失礼いたします。渡邉健司先輩（94回）よ
り情報を頂き、11月7日の東京青山同窓会の話を聞きました。今回は都合が
悪いのですが、今後参加していきたいので、連絡申し上げました。年会費の
ことも含め、是非教えていただけないでしょうか。よろしくお願いいたします。
105回・柳通こずえ／ご無沙汰しております。11月7日の青山同窓会、是非
出席したいと考えておりましたが、来月のスケジュールが出まして、残念なが
ら仕事のため欠席させて頂きます。だいぶご無沙汰しておりましたので今回は
出席したいと思っておりました。残念です。ご盛会をお祈りしております。
107回・鈴木博之／幹事いつもお疲れさまです。遅くなりましたが総会に参加
したくご連絡します。来年には会社を退職し、新潟市で地域活性の仕事を始
めていく予定で動いています。
113回・関佑樹／お世話になっております。ご連絡遅くなり申し訳ありません。
総会、出席させていただきます。また、住所が変わりましたのでお知らせいた
します。
113回・杤木康行／ご無沙汰しております。遅くなりましたが、総会出席させ
ていただきますのでよろしくお願いします。また、2014年4月より転勤となり8
年ぶりに都内に引っ越しました。併せて住所変更をお願いします。それでは当
日を楽しみにしております。
114回・菊入雅史／転居しました。
115回・大森大貴／転居しました。
115回・後藤洋輝／大変申し訳ありませんが、欠席させていただきます。なお、
新潟へ戻ることになりましたので住所変更をお願いいたします。
115回・本井典子／ご連絡ありがとうございます。大変申し訳ございませんが、
今回も仕事の都合により欠席させていただきます。盛会をお祈り申し上げます。
117回・榎本飛鳥／お世話になっております。総会は業務の勉強会につき欠
席させて下さい。盛会を祈念いたします。（勉強会の終了時間によっては2次
会で皆さまにお会いできるかも…と思っています。）
117回・大竹里実／ご無沙汰しております。私は相変わらず群馬で毎日刺激
的な日々を送っています。6月の総会では、今年大学生になった弟がお世話
になりました。11月の総会は残念ですが欠席させていただきます。またお会
いできる日を楽しみにしています。
119回・小林健太／出席します。よろしくお願いいたします。
120回・宮本真理子／ご連絡いただき、ありがとうございます。参加いたします。
楽しみにしております。
120回・梁取和花奈／転居しました。
121回・青木雄佑／総会には出席いたします。
121回・田邊すず／遅くなり申し訳ありません。
121回・長谷川巧／翌々日が試験のため欠席させていただきます。ご盛会を
祈っております。
122回・五十嵐和奏／私用で参加できず、申し訳ございません。皆様に宜しく
お伝え下さい。
122回・大竹亮輔／新人の早稲田大学法学部一年の大竹です。ご連絡遅くな
りまして申し訳ございません。総会に、ぜひ出席したく思っております。18時
まで授業があるため、少し遅れるかもしれません。よろしくお願いいたします。
122回・岡野大知／申し訳ありませんが、今回の総会は、欠席させていただ
きたいとおもいます。よろしくお願いします。
122回・加藤爾／ご連絡が遅くなりまして申し訳ありません。平成26年度総会
に出席させていただきます。よろしくお願い致します。
122回・金巻恭弘／今月7日の総会についてお伺いしたいのですが、いまから
でも参加の申し込みはできますでしょうか。投函の締切から1週間以上過ぎて
からの連絡でまことに申し訳ありません。
122回・木部未帆子／新人歓迎会では、私たちを温かく迎えてくださり、本当
にありがとうございました。申し訳ありませんが、総会は欠席させていただき
ます。ご盛会をお祈りしております。今後ともよろしくお願いいたします。
122回・齋藤可奈恵／欠席します。よろしくお願いします。
122回・田中麟太朗／お世話になっております。11/7の総会に出席致します。
122回・長谷川友宏／転居しましたのでよろしくお願いいたします。
122回・古山美里／欠席です。
122回・堀綾菜／欠席です。よろしくお願い致します。

亡くし人生の悲哀に接しました。愚言を失礼し、ご盛会を祈念いたします。
59回・山田和雄／昨年は入退院をくり返し、「要介護Ⅱ」となりました。
59回・山田陽一／前略　長男の尚樹と申します。父陽一、昨年7月27日に急
性白血病にて死去いたしております。草々
59回・山吉一成／永らくご厚誼たまわりありがとうございました。山吉一成は
…とんぼ釣り、今日はどこまで行ったやら…6月1日に亡くなり、はや5 ヶ月に
なります。皆様のご健勝をお祈り申し上げております。（内京子）
60回・石黒忠士／残念ながら欠席します。ご盛会をお祈りいたします。
60回・早川貞夫／転居しました。
61回・小林元雄／所用で欠席させていただきます。ご盛会を祈念申し上げま
す。
61回・助川孝雄／まことに残念ですが欠席いたします。ご盛会を祈念いたし
ております。
61回・長沼雄峰／（会費だけの）会員数、第61期が最多。誇りです。みん
ないつまでも元気でいたい。
62回・池田昌之／歩行不自由につきリハビリ中です。
62回・植松敬／盛会を祈念申し上げます。
62回・藤井則忠／転居しました。
62回・帆苅宏典／元気で傘寿を迎えられることに感謝の日々。それなりに活
動しております。
63回・市村義雄／喜寿を抜け、当面傘寿まで頑張ります。（アルコールを糧に）
63回・菅原一郎／ 2009年9月に永眠いたしました。72歳でした。（内）
64回・太田健治／ご盛会をお祈りします。
64回・風間治雄／偶然都立病院で坂井俊一君に出会いました。あまりの出来
事で看護士さんもビックリ。一応10月27日に手術をして経過が良ければ11月
中旬には退院出来る予定です。残念ですが今回は欠席です。よろしく。
64回・川崎明／ 64回の諸君にお知らせ。次回（平成27年度）の同期会は丸
の内･国際ビル8階・日本倶楽部で開催予定。ふるってご参加を！
64回・坂井俊一／事務局いつもご苦労様です。受賞の件を東京会報にカッコ
よく掲載していただいたお蔭で、多数の同窓生から電話やハガキを頂戴しまし
た。総会には久々に出席いたしますが、翌朝インドネシアに出発のため、中
途退席の予定です。
64回・坂井敬／元気な限り出席したいと思っております。
64回・佐藤章／ご盛会をお祈り申し上げます。
64回・清水良男／腰痛きびしく立ち居振る舞いに難渋。出席の皆様によろしく。
ご盛会をお祈りいたします。
64回・庭山暢彦／ご盛会をお祈り申し上げます。
64回・福田正夫／平成26年1月18日永眠しました。お世話になりました。
64回・星満／御苦労さまです。宜しくお願い致します。
65回・丸山一敏／いつもお世話になります。ありがとうございます。昨年12
月8日、ホノルルマラソン（初マラソン）を完走してきました。いつ死んでも良
いと思うほどの感動、達成感でした。
65回・山田寛／御盛会をお祈り申し上げます。
65回・横山修二／また、総会のご案内を頂きました。つい先般ご返信したば
かりと思っていましたのに、月日の経過の速さに驚いている昨今です。今回も
欠席させて頂きますが、今後共、会費は必ず納入致しますのでご容赦下さい。
66回・川原英夫／ 5年前に脳梗塞を患ったものの再発防止薬を朝晩飲んで元
気一杯。男性短命とされる世間をあと10年は生きる自信有り。（足が悪いの
が難点だけど。）
66回・木下功／幹事ご苦労様です。平成26年度総会は欠席いたします。盛
会を祈ります。
66回・原勇／ご案内をいつも頂き有難うございます。とうとう後期高齢者とな
りましたが、元気に暮らしております。都合により欠席ですがご盛会をお祈り
いたします。
67回・北村紘一／ 2004年64歳で始めたバイオリンも10年経ちましたが、ま
だビブラートがかけられません。所属のサークルで年4回ほど知的障害者の施
設等で演奏しております。
67回・前田康久／お世話さまです。欠席いたします。
67回・三堀浩／ご案内有難うございました。総会は欠席させていただきます。
68回・重野康人／総会について先に出席と回答しましたが、外せない所用が
生じ欠席せざるをえなくなりました。よろしくお願いします。
68回・渡部治子／今年度で退会致します。
69回・佐藤孝靖／いつもご案内ありがとうございます。そのうちに同期の誰か
を誘って一度参加してみたいと思っています。
69回・高木敏之／おかげ様で元気にしております。
70回・鈴木正俊／地域に住む外国に関わる子どもたちの日本語学習にボラン
ティアとして支援活動を始めてから7年が経過します。週1回２時間の教室に
多くのボランティアが一緒になって、南米や東南アジア出身の親の元で日本語
で勉強している小中学生を相手に学習支援をしています。高校を卒業して社
会人となる生徒が出てきました。
70回・福島治／ Danteの「君主論（monarchy）」が8月にフィレンツェから刊
行されました。これで内外含めてDante及びBoccaccioの読解語源辞典は12
冊目となりました。次はDanteの大作「饗宴（convivio）」です。
70回・渡辺允雄／お世話になります。五体満足に生活をしています。久々に
出席させてもらいます。
71回・太田裕／ 70歳になり、7歳の孫と50ｍ走を競いました。昨年までは楽
勝でしたが、今年は全力で走ったのに負けてしまいました。悔しいこと悔しい
こと。今から鍛え直し、来年はリベンジしたいと思います。
71回・柄沢卓／還暦から古希までは、すぐでした。
71回・松田裕子／すみません、欠席します。
72回・小嶋修一／この9月で退職しました。今後はボランティアで環境カウン
セラーとして小学生に環境を教えていこうと思っております。
72回・小林正昭／年明けて古稀で完全フリーですが、経年劣化で故障勝ち
… “二病息災”（？）目指して奮闘中です！72回生が参加をされるようならば、
よろしくお伝えを下さい。ご盛会をお祈りしております。
72回・冨田由李／返信、遅くなり申し訳ありません。いつも通り、受付のお
手伝いできればと思っております。
72回・西村正徳／当日出張にて出席出来ません。よろしく、ご配慮ください。
72回・古山恒夫／いつもご案内ありがとうございます。申し訳ありませんが、
多忙のため欠席させて頂きます。
74回・青海潔／お疲れ様です。74回青海ですが欠席します。よろしくお願い
します。
74回・池一／ご苦労様です。参加します。
74回・池田正行／所用があり欠席します。よろしくお願いします。昨年4月より、
早稲田大学大学院法学研究科博士後期課程に在籍しております。
74回・石井拓男／勤務地が水道橋に移り都内での動きは良くなりましたが、
一方で仕事が増え、同窓会に参加出来ません。
74回・岩城修平／石油元売りから、心機一転ホテル･温泉の世界で頑張って
います。岩手県花巻に住んでいるので欠席させていただきます。青山同窓の
皆様のご多幸を遠くで祈っています。
74回・江口則男／総会は出席する予定です。例によって早く行って受付くらい
はお手伝いするつもりですのでよろしくお願いします。
74回・工藤義夫／出席いたします。写真の担当もいたします。
74回・関川修一／総会のご案内をいただきました。今年は参加させていただ
きます。よろしくお願いします。
74回・土屋彰義／何時もお知らせありがとうございます。今回も出張のため
欠席させていただきます。未だ放射線治療の後遺症で食事や発声に支障をき
たしてますが、甘えてばかりもいられないので10月から11月は講習会のバック
アップで毎週木金は出張続きです。

＊H26年の総会への出欠はがきとメール、H26年度前半の会費振込用紙に添えられた主なメッセージです。



田中忠夫

鶴巻正義

時岡泰

徳田晋也

長沼雄峰

中村正春

藤田太郎

村岡公夫

村山健

山田克浩

62回（15名）

池田昌之

石黒恒

石崎富士臣

石田寛

内山隆之

小池健治

佐藤勝彦

鈴木勉

曽我健

手操聡

藤井則忠

藤原岑子

帆苅宏典

嶺國和

渡辺千里

63回（8名）

浅野康一

五十嵐房子

市川瑞夫

市村義雄

白倉至

中村道衛

馬場政説

村山弘義

64回（34名）

青野啓

岩淵道夫

植村鞆音

大石正晃

大倉孝男

太田健治

風間治雄

柄沢茂

川崎明

齊木幸彦

坂井俊一

坂井敬

佐藤茂司

椎名睦郎

清水裕子

清水良男

須田嶺治

高橋正幸

高見浩

田伏正樹

栗林貞一

小池和男

河野誠

茂泉喜彦

渋木幸三

高橋晴夫

高橋正利

高山昇二郎

長島一郎

長橋敏雄

納谷喜郎

花井進

藤原幸雄

山田和雄

吉田陽吾

60回（24名）

阿部和彦

池浦厚司

石黒忠士

内山真一

笠原功

金山常吉

河田鐡雄

小林吾郎

近藤純夫

斎木守雄

坂口英一

清水悌作

杉野剛博

高城英雄

徳田浩一

中田亨

野村保夫

長谷川秀三

早川貞夫

廣瀬欽次郎

藤本剛

松尾克己

宮田庄之助

矢川和偉

61回（25名）

安宅久憲

安藤友憲

伊藤英子

金子章

川崎榮一

木田満洲男

木村政雄

草間光俊

熊谷隆幸

小林元雄

斉藤伸昭

杉山由人

助川孝雄

関矢和男

田中宣

46回（1名）

下勇

48回（1名）

石本三郎

49回（2名）

仁保武人

舟崎裕二郎

50回（3名）

上村光司

寺田秀夫

村山一

51回（3名）

梶井功

北村茂

千葉繁太

52回（6名）

浅田稔

阿部穆

斎藤茂美

斎藤泰五郎

橋本義行

廣川勲

53回（3名）

近藤圭二

中山政夫

盛山淑郎

55回（2名）

千葉繁治

中村正義

56回（13名）

赤坂長弥

朝比奈和三

網干道雄

飯島昌彌

井上菊雄

加藤勝則

木村直平

小島直孝

小松重男

清野誠二

田村量一

中山昭一

松井昭五

58回（4名）

浅田秀雄

片桐欣哉

大門啓治

田中浩次

59回（22名）

阿部進

石山芳昌

板井裕

牛木素吉郎

遠藤欽蔵

岡田久

笠井駸

田巻亮

田村康一

中山倎彦

西野貢司

庭山暢彦

早川周作

福田正夫

藤沢靖郎

藤田昇三

星満

真壁日史郎

桝潟晴夫

松田勲

吉川要輔

65回（11名）

安藤宜清

五十嵐徹

川合英次

小林亘

中谷一泰

丸山一敏

三川武彦

村木利夫

山田寛

山本和親

横山修二

66回（4名）

石山芳春

稲月喜一

川原英夫

丹羽真彦

67回（10名）

朝妻紘一

石井幹男

岡崎功

片山忠一

北村紘一

斉藤久美子

高橋三郎

寺井宏

西章

三堀浩

68回（14名）

安達賢司

安達雅巳

上村嶺子

草野佐

後藤林八

小日向信光

重野康人

滝沢猛

竹石肇

長沼誠二

村山弘

渡邊公夫

渡辺泰彦

渡部治子

69回（8名）

青木利祐

小黒朋弘

佐藤孝靖

菅沼浩

高木敏之

樋口正臣

村上則彦

矢川一義

70回（11名）

池田好正

猪口孝

川田昌人

菅原一雄

鈴木正俊

関根俊明

難波晃

福島治

山宮士郎

吉川正孝

渡辺允雄

71回（12名）

雨宮孝弘

遠藤正男

太田裕

柄沢卓

桑山峯雄

齋藤誠

高橋紘生

高橋稔

西尾レン

福井明子

堀清忠

山下正文

72回（15名）

宇田川由美

大野博

小川省三

金巻裕史

黒木トシ子

小嶋修一

小林正昭

近藤正

齊藤俊正

冨田由李

中地光子

野村耕治郎

原絢子

古山恒夫

矢川一忠

73回（7名）

雨宮則夫

飯村修

鈴木厚人

中村陽子

宮崎由美

山田美成

両川弘道

74回（27名）

藍沢幹人

青海潔

池一

石井拓男

和泉潤

岩城修平

江口則男

大石憲一

大滝均

糟谷好邦

九里保

解良和郎

坂井靖

佐藤俊栄

佐藤信秋

関川修一

高橋保

高橋信郎

竹之内明

田村栄作

土屋彰義

中村義一

西脇雄一

山崎久孝

若林源基

渡辺洋一

渡部終五

75回（23名）

有薗順子

五十嵐正

大塚惠子

笠井忠

川上滋

木戸守

小泉慈行

後藤輝雄

佐藤邦雄

曽我正男

白鳥十三

高橋久夫

野崎茂

橋爪博美

馬場俊博

萬歳信行

深沢義和

藤井建一

藤縄利勝

本田晴久

八木健

山崎信行

山根英郎

76回（35名）

青山耕一

明村澄雄

浅妻厚

阿部令一

天野直二

五十嵐幹雄

板羽健

岡田恵子

尾張明美

海部和史

加澤正樹

木下正仁

後藤徳広

小松澄子

小宮山信男

近藤壽邦

鈴木茂夫

鈴木隆雄

曽田修吉

田中邦直

太原まゆみ

田村俊作

長北学

西沢芳樹

八田進二

浜田正継

林誠

古川恒一

細谷洋一

三沢健

湊勝

湯本雅恵

渡辺春夫

渡辺拡

渡辺雅夫

77回（9名）

石川彰

片山等

北村一雄

桜井宗一

佐藤茂

仙豊茂

時岡高志

長谷川実

山田民夫

78回（13名）

牛島康子

太田秀樹

斎藤庫之丞

志藤洋子

鈴木裕二

須田幸子

瀧澤道夫

肥田博子

前田長生

村田光男

山口英

吉澤哲彦

渡辺茂

79回（7名）

伊藤毅

小田章治

河正子

川上康夫

鳥羽正尚

西口幸男

吉田英幸

80回（6名）

青木隆次

長正子

小林亮介

斎藤正春

滝沢正規

横尾和儀

81回（6名）

荒川洋

越野昌芳

笹川典男

高野俊也

山田徹

鰐渕博

82回（8名）

栄森秀一

清田甚

日下部朋子

小亦斉

斎藤滋

白倉真澄

西山活子

宮村伸一

83（6名）

浅間芳朗

遠藤光郎

佐野栄二

高山佳郎

三沢一成

山口虎彦

84回（5名）

岡田憲明

田中昌夫

野口俊介

塙昌樹

星野紹英

85回（7名）

今井豊重

奥村基

河治政俊

田中清

田中研一

苫米地令

森大輔

86回（7名）

斎藤健

田中利直

乗兼浩明

林光洋

広田淳子

宮腰重三郎

吉井正行

87回（4名）

清水忠明

長場馨

南正人

渡辺政城

88回（2名）

大越健介

吉岡潤

89回（5名）

伊藤孝憲

岩野尚子

倉田裕一

長谷川雄一

渡邉貢

90回（13名）

歌代真人

金井義文

木村和人

小林美奈子

斎藤彰

斎藤結花

坂井謙一

高橋美和

田辺文

中村泰

原茂樹

樋口正史

森豊

91回（2名）

岡田留美子

真保恵美子

92回（2名）

青木敦子

白坂和久

94回（1名）

海部真美子

96回（1名）

浜田恒平

99回（1名）

君和田俊裕

100回（1名）

古川明久

103回（1名）

鷲尾英一郎

107回（4名）

小橋川嘉樹

鈴木梓

鈴木博之

富山聡仁

109回（2名）

駒形悠

笹川早紀

110回（2名）

石﨑徹

高橋憲正

113回（1名）

杤木康行

115回（3名）

大森大貴

郷慎久朗

本井典子

117回（2名）

樋口亨

宗村泰孝

118回（1名）

会田俊貴

119回（1名）

土田良樹

120回（5名）

伊藤学

中村優志

松元慎典

宮本真理子

梁取和花奈

121回（6名）

青木雄佑

大川理紗

柄澤秀親

齋藤愛

田邊すず

長谷川巧

122回（8名）

加藤爾　

金巻恭弘　

角木啓太　

田中麟太朗　

土屋平　

仲田未優　

平松八重子　

本名梨琳　

以上485名

平成 26 年度（H26.10.1 〜 H27.9.30）　年会費納入者一覧（H26.10.1 〜 H27.3.31 現在まで）

当
同
窓
会
は
、
皆
さ
ま
の
「
年
会
費
」
に

よ
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
納
付
の
ご
協
力
を

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


